
は
じ
め
し
よ
り
五
ツ
年
思
え
ば
過
去
の
喜
怒

哀
楽
が
一
大
パ
ノ
ラ
マ
の
如
く
浮
か
ん
で
来

る
。
何
と
し
て
有
難
き
師
の
恩
を
忘
れ
よ
う

か
又
日
毎
同
じ
学
窓
に
あ
り
て
親
し
く
交
じ

り
た
る
友
達
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

況い
わ
ん

や
我
が
国
有
史
以
来
未
曾
有
の
大
戦
乱
の

真
っ
只
中
に
社
会
の
荒
波
に
棹さ

お

さ
す
我
ら
強

く
立
て
そ
し
て
国
家
有
用
の
人
材
に
登
用
さ

れ
よ
。
終
わ
り
に
在
校
生
諸
子
の
健
康
を
祈

る
」（
成
田
中
四
〇
回
生
記
念
誌
）

当
時
、
敏
雄
の
担
任
教
師
で
あ
っ
た
片
山

辰
雄
（
後
、
成
田
高
校
教
頭
）
は
、「
君
は
温

厚
柔
順
、
真
面
目
で
あ
る
。
父
上
応
召
中
は

後
顧
の
憂
な
か
ら
し
む
た
め
午
後
12
時
頃
迄

家
業
の
手
伝
い
を
し
た
。
其
の
為
、
過
労
に

陥
り
生
死
の
境
を
彷
徨

ほ
う
こ
う

す
る
よ
う
な
重
態
に

ま
で
な
っ
た
が
、
幸
い
全
快
し
て
今
日
の
よ

う
な
健
康
に
な
っ
た
。
父
上
も
無
事
に
帰
還

せ
ら
れ
た
し
重
ね
重
ね
結
構
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
卒
業
後
は
鉄
道
省
に
奉
職
し
た
い
考
え

で
あ
る
と
か
。
副
級
長
一
回
」
と
敏
雄
を
評

し
て
い
る
。

五
柱
の
諸
霊
と
重
ね
な
が
ら
た
ど
っ
て
み
た
。

敏
雄
は
、
大
正
11
年
（
一
九
二
二
）
９
月

16
日
、
成
田
市
大
竹
３
１
７
番
地
１
に
、
父

根
本
牛
太
郎
、
母
と
よ
の
間
に
五
男
二
女
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

八
生
尋
常
小
学
校
を
お
え
て
成
田
中
学

（
現
、
成
田
高
校
）
に
進
ん
だ
。

成
田
中
学
で
は
、
第
40
回
卒
（
昭
和
16
年

３
月
卒
）
で
同
期
に
は
市
内
在
住
の
古
川
英

国
家
有
用
の
人
材
に

登
用
さ
れ
よ
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８
月
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
を
よ
み

が
え
ら
せ
、
そ
し
て
不
戦
と
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
す
る
慰
霊
祭
が
広
島
、
長
崎
を
は

じ
め
各
地
で
行
わ
れ
る
。

戦
後
半
世
紀
を
越
え
、
成
田
市
戦
没
者
の

家
族
も
高
齢
化
し
、
そ
の
痛
み
や
悲
し
み
も

遠
い
日
の
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
中
で
河
野
曠
遺
族
会
会
長
か
ら
昨
年
、

市
民
旅
行
で
薩
摩
半
島
の
知
覧
特
攻
平
和
会

館
を
見
学
し
た
折
、「
千
二
十
八
柱
の
特
攻
隊

員
戦
没
者
の
中
に
、
成
田
市
出
身
の
人
が
お

り
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
一
人
お
り

ま
す
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
驚
き
と

感
動
の
話
を
聞
い
た
。

こ
の
話
を
つ
て
に
、
戦
没
者
と
家
族
の
記

録
を
残
す
の
は
今
、
そ
ん
な
思
い
の
中
か
ら
、

23
歳
で
戦
没
し
た
飛
行
第
十
九
戦
隊
特
攻
隊

員
根
本
敏
雄
の
人
生
を
成
田
市
戦
没
者
九
一

特
攻
隊
員
戦
没
者
の
中
に

成
田
市
民
の
名
が

一
、
谷
武
夫
ら
が
い
た
。

学
校
の
成
績
は
優
秀
で
ク
ラ
ス
で
は
い
つ

も
５
番
以
内
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
。
陸
上

競
技
部
に
所
属
し
、
４
年
生
の
と
き
、
猛
暑

の
練
習
が
過
ぎ
て
日
射
病
に
な
る
ほ
ど
熱
中

し
た
。

一
方
、
学
校
正
科
の
剣
道
で
も
早
朝
の
寒

稽
古
に
は
、
下
総
松
崎
駅
前
の
自
宅
か
ら
徒

歩
で
成
田
ま
で
練
習
に
通
う
と
い
う
努
力
家

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
敏
雄
は
、
母
校
に
「
卒
業
を
迎

え
て
」
の
一
文
を
残
し
て
い
る
。

「
校
風
燦さ

ん

た
る
不
動
ケ
丘
の
学
舎
に
学
び

根
本
敏
雄
（
ね
も
と
　
と
し
お
）

大
正
11
年
大
竹
に
生
ま
れ
る
。
法
政
大
学
在
学

中
に
自
ら
志
願
し
て
軍
人
に
。
戦
局
悪
化
の
中
、

特
攻
隊
に
編
入
さ
れ
昭
和
20
年
４
月
、
23
歳
で
沖

縄
の
空
に
散
っ
た
。

飛行第19戦隊の特攻機「飛燕」



成
田
中
学
を
お
え
た
敏
雄
は
、
昭
和
16
年

４
月
法
政
大
学
専
門
部
に
入
学
す
る
。
し
か

し
、
大
学
進
学
時
に
は
父
も
親
戚
も
大
反
対

で
「
こ
の
あ
た
り
で
、
子
ど
も
を
大
学
に
や

っ
て
い
る
家
は
な
い
、
就
職
す
る
の
が
一
番
」

と
譲
ら
な
か
っ
た
。

見
か
ね
た
母
が
、
間
を
と
っ
て
専
門
部
へ

入
学
す
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。

法
政
大
学
へ
入
っ
て
在
学
中
、
兵
隊
検
査

に
合
格
す
る
と
、
本
人
は
軍
人
を
志
願
し
た

い
と
言
い
出
し
た
。
息
子
の
将
来
を
思
う
母

親
は
泣
き
な
が
ら
「
戦
争
に
行
く
こ
と
は
死

に
い
く
こ
と
、
死
を
覚
悟
し
て
の
こ
と
。
何

で
お
前
が
そ
ん
な
に
急
い
で
戦
争
に
い
く
の

か
、
招
集
は
必
ず
来
る
の
だ
か
ら
…
…
」
と

抑
え
た
が
、
父
親
は
沈
黙
を
守
っ
た
ま
ま
で

行
け
と
も
、
行
く
な
と
も
言
わ
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
牛
太
郎
自
身
、
近
衛
四
連
隊
に

自
ら
志
願
し
て

軍
人
に

9

入
隊
、
日
中
戦
争
を
体
験
し
、
軍
人
精
神
を

息
子
た
ち
に
し
ば
し
ば
自
慢
し
て
い
た
手
前

も
あ
っ
た
。

と
う
と
う
結
論
は
、
本
人
の
「
志
願
」
で

押
し
切
ら
れ
母
親
の
悲
嘆
は
大
き
か
っ
た
。

昭
和
18
年
９
月
、
敏
雄
は
専
門
部
３
年
課

程
を
半
年
繰
り
上
げ
卒
業
し
た
。（
法
政
大
学

調
べ
）

敏
雄
は
昭
和
19
年
度
第
一
期
「
隼
」
隊
を

受
験
、
特
別
操
縦
見
習
士
官
（
甲
種
幹
部
）

に
合
格
、
三
重
県
明
野
陸
軍
兵
学
校
大
邸
教

育
隊
に
入
隊
し
た
。
大
邸
は
今
の
韓
国
内
で

あ
る
。

続
い
て
中
国
の
石
門
の
戦
隊
で
実
戦
訓
練
、

戦
局
は
一
日
ご
と
に
激
し
さ
を
加
え
、
戦
闘

要
員
の
育
成
は
急
が
れ
て
い
た
。

次
い
で
、
三
重
県
内
の
明
野
陸
軍
飛
行
学

校
本
隊
に
戻
り
、
そ
の
後
、
千
葉
県
柏
で
最

初
の
「
特
攻
隊
」
の
編
成
が
行
わ
れ
、
こ
こ

で
数
日
間
の
訓
練
を
受
け
た
。

こ
の
間
、
自
宅
の
両
親
、
兄
弟
に
あ
て
た

敏
雄
の
心
境
な
ど
を
知
ら
せ
る
手
紙
は
30
通

に
も
達
し
て
い
る
。（
自
宅
保
存
）

敏
雄
は
、名
古
屋
の
航
空
基
地
で「
飛
燕
戦

闘
隊
一
九
戦
隊
」―
特
攻
隊
に
編
入
さ
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
日
本
軍
は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海

戦
の
敗
北
か
ら
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
、

戦
局
の
悪
化
で

「
特
攻
隊
」
が
編
成
さ
れ
る

サ
イ
パ
ン
玉
砕
と
敗
退
を
続
け
、
沖
縄
が
日

米
最
後
の
決
戦
場
と
な
っ
て
い
た
。（
大
城
将

保
著
「
沖
縄
戦
」）

戦
術
も
悲
壮
な
も
の
と
な
り
、
昭
和
19
年

10
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
神
風
攻
撃
」（
飛
行
機

に
よ
る
体
当
た
り
攻
撃
―
特
攻
）
が
沖
縄
戦

の
主
力
に
な
っ
た
。

飛
行
機
の
胴
体
の
下
に
２
５
０
キ
ロ
な
い

し
、
５
０
０
キ
ロ
爆
弾
を
つ
け
て
、
片
道
だ

け
の
燃
料
で
基
地
を
飛
び
立
ち
、
敵
軍
の
中

に
飛
び
込
ん
で
い
く
。

雲
霞
の
ご
と
き
敵
機
、
敵
艦
の
包
囲
と
迎

撃
に
あ
っ
て
空
し
く
途
中
で
撃
墜
さ
れ
、
海

中
に
落
ち
た
飛
行
機
も
多
く
、
命
中
率
は

13
％
と
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。（
藤
原
彰
編

著
「
沖
縄
戦
―
国
土
が
戦
場
に
な
っ
た
と
き
」）

「
敏
雄
は
今
台
湾
の
南
部
屏
東
に
居
り
ま

す
。
枕
を
並
べ
し
、
幾
多
の
戦
友
は
特
攻
隊

と
し
て
東
京
の
空
に
名
古
屋
に
。
又
レ
イ
テ

の
海
に
リ
ン
ガ
エ
ン
に
□
□
に
散
っ
て
逝
去

し
ま
し
た
。
敏
雄
の
こ
の
六
尺
足
ら
ず
の
体

も
今
に
あ
の
航
空
母
艦
と
交
換
し
て
み
せ
ま

す
。
き
っ
と
や
り
ま
す
。

若
鷲
の
清
く
散
り
て
ぞ
を
し
か
ら
む

若
人
の
意
気
し
め
さ
ず
ば
体
あ
た
り

我
々
若
人
で
日
本
は
必
ず
勝
ち
ま
す

父
上
様
母
上
様
元
気
に
暮
ら
し
て
下
さ
い
。

「
兄
さ
ん
の
分
ま
で

父
母
に
孝
行
し
て
く
れ
」

正
巳
も
軍
人
の
子
と
思
う
。
立
派
に
お
国
の

為
に
尽
く
し
て
く
れ
。
美
智
子
、
兄
さ
ん
が

戦
死
し
た
ら
香
を
た
い
て
く
れ
、
線
香
は
い

ら
ぬ
。
若
く
清
く
散
っ
て
逝
く
の
だ
。
康
正

君
、
公
夫
君
も
安
じ
る
。
こ
の
手
紙
は
内
地

に
帰
る
人
が
あ
る
の
で
依
頼
す
る
。
で
は
折

り
が
あ
っ
た
ら
便
り
を
書
き
ま
す
」
こ
れ
が

敏
雄
の
遺
書
と
な
っ
た
。

「
も
し
生
き
て
日
本
に
帰
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
も
う
一
度
大
学
へ
戻
っ
て
勉
強
し
た

い
」
と
口
癖
の
よ
う
に
弟
正
巳
に
聞
か
せ
て

い
た
言
葉
は
、
も
は
や
念
頭
に
は
な
か
っ
た
。

遺
言
の
決
行
で
あ
っ
た
。

戦
後
、
特
攻
隊
員
で
と
も
に
石
垣
島
か
ら

出
撃
し
、
敵
の
奇
襲
で
被
弾
し
、
出
撃
で
き

ず
生
還
し
た
戦
友
の
田
中
慶
次
（
奈
良
県
出

身
）
は
、
敏
雄
の
最
期
を
「
昭
和
20
年
４
月

13
日
17
時
20
分
、
沖
縄
の
空
へ
飛
び
立
っ
た

の
が
、
今
生
の
別
れ
で
し
た
」
と
、
根
本
家

の
玄
関
に
土
下
座
し
「
自
分
は
生
き
て
帰
っ

て
申
し
訳
な
い
」
と
涙
な
が
ら
に
報
告
し
た

と
い
う
。
根
本
敏
雄
の
家
族
も
返
す
言
葉
も

な
く
と
も
に
手
を
取
り
合
い
、
肩
を
抱
き
合

っ
て
泣
い
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
特
攻
隊
員
根
本
敏
雄
の
23
歳
の

生
涯
は
沖
縄
決
戦
に
消
え
た
。

祖
国
と
両
親
、
家
族
の
こ
と
を
案
じ
つ
つ

散
華
し
て
い
っ
た
戦
没
者
へ
の
痛
恨
と
追
悼

の
思
い
は
つ
き
な
い
。

平
和
の
尊
さ
と
あ
り
が
た
さ
を
し
み
じ
み

と
思
う
８
月
で
あ
る
。（
文
中
敬
称
略
）

法政大学在学中学友と（手前が敏雄）


